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LAN-W300N/U2 


□ かん fc / ut 2 ツトアツブガイド 


tz ットアップの手順は、こちらのマニュアルからお読みください 


争0 


■本製品を使って、で含ること •• • 

本製品は、 Windows マシンまたは Mac に取り付けることで、無線ルータや無線 AP などと無線 LAN で接続することができ 
ます JEEE 802.1 In 規格に準拠し、データ転送速度 300 Mbps (理論値）に対応する無線ルータなどと組み合わせて使用す 
ることで、最大 300 Mbps (受信:最大 300 Mbps 、 送信:最大 150 Mbps 、 いずれも理論値)での通信が可能です。また、わず 
らわしい無線 LAN 設定をボタンひとつで済ませることができる 「 WPS 機能」に対応しています。暗号化機能についても、 
WPA 2- PSK 、 WPA - PSK 、 WEP など幅広い方式に対応しています。 



※このマニュアルでは「無線アクセスボイント」の 
ことを「無線 AP 」 と表記しています。 


/-\ 



■セツトアップの流れ 


■本製品に付属のマニュアルについて 





せットアップを、はじめる前に 

無線ルータや無線 AP など、無線親機側の設定を、 

先に完了しておいてください。 



ソフトウ I アをインスト■ルしましよう） 


製品をパソコンに取り付けましよう） 



はじめにお読みください 

セツトアップを始める前に知っておいていただきたいことを説明 
しています。 



IH かんた Mz ットァップガィド 

このマニュアルです。セットアップをはじめるときは、まず1ベー 
ジをお読みになり、 Windows マシンの場合は2ページへ 、 Mac 
の場合は別紙「〇かんたんセットアップガイドー Mac 編一」へ進 
みます。 


無線 LAN で接続しましよう 


Mac でご使用の場合の 1 z ットアップ手順は、別紙「〇かん 
たんセツトアップガイドー Mac 編一」をお読みください。 



F 1 かんたん tz ットアップガイドー Mac 編一 

Mac の場合は、このべージを読み終わったあと、この「0かんた 
んセ•ットアップガイドー Mac 編一」へ進みます。 


本製品のオプション機能を使用する場合 


ユーザースマニユアルについて 


本製品は、複数の無線 LAN 環境の設定を保存できる「プ□ファイル機能」などのオプション機能があ 
ります。オプション機能の使用方法については、付属の CD - ROM 内に収録された PDF 版ユーザーズ 
マニュアルをお読みください。※ 


本製品は、さまざまな使い方があります。詳細な説明については、付 
属の CD - ROM 内に収録された PDF 版ユーザーズマニュアルをお読 
みください。※ 


※出荷の時期により、ユーザーズマニュアルを弊社のホームページよりダウン□ー ドしていただく場合があります。 


※最新のユーザーズマニュアルは、 Logitec ホームぺージよりダウン□-ド 
してください。 


ディスプレイ画面の解像度が'低いパソコンをご使用の場合 


800ドット X 600 ラインなど、解像度の低いパソコンをご使用の場合、メニューアイコンがない「クラ 
イアントユーティリテイ」が起動します。 


•クライアントユーティリティ画面を終了する場合は、画面中央の右側にある「 X 」ボタンをクリックし 
てください。 

•設定を変更した場合に、設定を保存するための[〇 K ] ボタンは、クライアントユーティリティ画面の 
一番下にあります。ディスプレイ上で画面が切れて見えない場合は、クライアントユーティリテイ画 
面を上方向へドラッグして [ OK ] ボタンを表示してください。 


LAN-W300N/U2 かんたん t ットアップガイド 
2009年10月23日第1版□ジテック株式会社 


©2009 Logitec Corporation. All rights reserved. 
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ソフトウェアをインストールしましよう 


本製品を取り付ける前に、ドライバとユーティリティをインストールします。 
説明に従って進めるだけで、簡单にインストールできます。 







Q 本製品を接続するパソコンを起動します。 
起動時はご使用の os にあわせて、以下の 
権限を持つユーザーでログオンしてください。 


Q ユーテイリテイとドライバをインストール 
します。 



クリック 


■Windows 7 /Vista の場合— 

「管理者」権限を持つユーザーでログオン 
■Windows XP の場合— 

「コンピュータの管理者」権限を持つユーザーで 
ログオン 


Q インストールを確認するメッセージが表 
示されますので、 [ OK ] をクリックします。 

Logitec Wireless LAN Products セットアップメニュー 


Q 付属の CD - ROM をパソコンのドライブ 
に挿入します。 

• 自動的に「セットアップメニュー」が表示されます。 



f ]「 iz ットアップメニュー」が表示されない場合 

V マイコンピュータなどで CD-ROM の内容を 
；表示し、「 menu (. exe ) 」アイコンをダブルクリッ 
クします。 

； -Windows Vista で■自動再生画面が表示された 
； 場合は、「 menu _exe の実行」をクリックします。 

I -Windows 7または Windows Vista で■〈ユー 
| ザーアカウント制御〉画面が表示された場合は、 

； Windows 7なら[はい]を、 Windows Vista 
| なら[許可]をクリックします。 


本製品の Windows 用ユーテイリテイとドライノほインストールします. 



クリック 


0 [インストール]をクリックします。インス 
卜ールが始まります。 



クリック 


Q 以下の画面が表示された場合は、説明を 
読んでインストール作業を続けます。 


■Windows 7/ Vista の場合 



クリック 


鲁[このドライノ V ノフト 
ウェアをインストー 
ルします]をクリック 
します。 


■Windows XP の場合 



•[続行]をクリックし 
ます。 



Q 


これでソフトウェアのインストールは完了 
です。ドライブから CD - ROM を取り出し、 
「 STEP 2 j へ進みます。 



本製品をパソコンに取り付けましよう 

ソフトウェアのインストールが終われば、 
パソコンの USB ポートに本製品を取り付けます。 





Q パソコンの usb ポートに本製品を差し込 Q r いいえ、今回は接続しません j を選択し、 

みます。 [次へ]をクリックします。 




❶クリック 


❷クリック 


Q ご使用の os によって、このあとの手順が 
異なります。 


■Windows 7/ Vista の場合 

しばらくすると、自動的にドライバのインストール 
が完了します。手順0へ進みます。 




^ Logitec LAN - W 300 N / U 2 LAN Adapter 
屬 テパイスドライパソフトウェアが正しくインストール 
されました， 





■Windows XP の場合 

インストール画面が表示された場合は、手順0 
へ進みます。表示されなかった場合は、手順 u へ 
進みます。 



Q 「ソフトウェアを自動的にインストールす 
る j を選択し、[次へ]をクリックします。 



❶クリック 


❷クリック 


Q 


以下の画面が'表示された場合は、[続行] 
をクリックします。 
m 


との 

齡離ど#大儀離鐵離溫 0 

一‘ — ~ ■ 一…織力 


ベち路線辦 


クリック 


Q [完了]をクリックします。 



クリック 


Q 正しくインストールされたことを確認し 
ます。 



Y 


Windows 7でタスクトレイにアイコンが見つからない場合は、 
▼をクリックして開いてみてください。 

• デスクトップ画面右下のタスクトレイに「クラ 
イアントユーテイリテイ」のアイコンが表示さ 
れます。 


f 1パソコンによっては再起動を促されますが、 
V アイコンが表示されることを確認するまでは 
:再起動しないでください。 


Q 「 STEP 3 J へ進みます。 
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かんたんセットアップガイド 



無雄 LAN で接篇しましよ5 


WPS 機能を使って無線ルータや無線 AP (以降、無線親機 
と呼びます)と無線 LAN で接続します。 




無線親機力^ A/PS に対応していな 
い場合 

手動で無線 LAN への接続設定をする必 
要があります。設定方法については、4ベー 

ジ「手動で無線 LAN に接続する場合」 を 

お読みください。 



本製品を接続したパソコンを、 

インターネットに接続可能な 
状態である無線親機の近くに置きます。 


3 m (目安) 




0本製品裏面にある WPS 設定ボタンを 2 秒以上しっかりと押します。 



Q [クライアントユーテイリテイの起動]をクリックします。 



-❶右クリック Y アイコン 
❷クリック 


• デスクトップ画面の右下の「タスクトレイ」にある 
「クライアントユーティリティ」のアイコンを右クリックします。 

Q アイコンが!■電波 ON 』 の状態になっていることを確認し 、 rwpsj 
アイコンをクリックします。 



このアイコンが赤色の 
場合は、 「 WPS 」 アイコン 
をクリックする前に 
クリックして緑色にします。 


クリック 


リストに表示されている SSID は例です。 

美際にご使用の環境で表示される内容とは異なります。 


- WPS 設定ボタン 

•クライアントユーティリテイの WPS 画面にある [ WPS ] ボタンをクリックする 
方法もあります。 


Q 正しく接続できると、ステータスに 「Progress »100%』と表示 
されます。 


※リストに表示されている 
情報は例です。美際(こ 
ご使用の環境で表示され 
る内容とは異なります。 



をクリックしてクライアントユーティリテイを閉じます。 


r 接続が'うまくいかないとき 

U #100%にならない場合は、手順〇〜〇をくり返してください。 

•1 00%になっても無線通信できない場合、 「 WPS ブ□ファイルリスト」にある接 
続先の SSID (弊社製無線ルータをご使用の場合は" logitecuser "） を選択し、 
画面右側の I 接続^ I をクリックしてください。 


Q 無線親機に搭載された wps 用の 
「設定ボタン j を押します。 

• 指定された時間だけ押します。 



弊社製無線ルータ 
" LAN - W 300 N/R 〃の例 



Q これで無線親機との接続作業は完了です。 

インターネットに接続できる環境でご使用の場合 

^- V インターネットに接続できる環境の場合、 Web ブラウザからインターネットに接 
i 続することで、正しく設定できているかを確認することができます。 






こんなときには 

困ったときにお読みください j 



Q 1: WPS ボタンを押しても無線ルータや無線 AP につながらない。（無線ルータから IP アドレ 

スが割り振られない） 

A 1： 次のようなことが考えられますので、確認してください。 

① 本製品を取り付けたまま、パソコンを再起動してみてください。 

② クライアントユーティリティの Y アイコンが赤色(電波〇 FF ) になっていないか確認し 
てください。赤色の場合はアイコンをクリックして緑色(電波〇 N ) に変更してください。 

② WPS ぺージの、 WPS プ□ファイルリストにある SSID を選択し、『接続』をクリックする。 

③ パソコンに内蔵されている無線 LAN 機能は、無効になるように設定してください。無線 
LAN 機能を無効にする方法は、パソコンに付属の説明書をお読みください。内蔵無線 
LAN 機能の状態を確認する方法は、 PDF 版ユーザーズマニュアルをお読みください。 
また、本製品以外の外付け無線アダプタ(無線子機)を同時に使用しないでください。 

④ 近くに電子レンジや]-ドレス電話、または Bluetooth など、 「2.4 GHz 」 帯の電波を使 
用する機器があると、電波干渉が発生し、正常に接続できない場合があります。周囲にそ 
のような機器があれば、使用を一時中止したり、電源を切ってください。 

Q 2: インターネットにつながらない。 （ IP アドレスは割り振られているが、つながらない） 

A 2: 次のようなことが考えられますので、確認してください。 

① 無線ルータの設定が正しくされているか確認してください。無線ルータに有線 LAN で接 
続したパソコンからインターネットに接続が可能かを確認してください。 

② 無線 LAN の暗号化設定が正しいか、もう一度確認してください。 

③ 無線 LAN につながる場合は、本製品に正しく IP アドレスが割り振られているか、もう一 
度確認してください。クライアントユーティリティの__ ▼■一ー ボタンをクリックすると、 
本製品の IP アドレスが表示されます。「169.254 . xxx . xxxj のように IP アドレスが正しく 
割り振られていない場合があります。このような場合は、もう一度、 STEP 3 の作業をや 
り直してください。 

Q 3： クライアントユーティリティの画面が'切れます。 

A 3： 1ぺージの「ディスプレイ画面の解像度が低いパソコンをご使用の場合」をお読みください。 


Q 4： 電波状態が不安定です。（つながったり、切れたりする) 


A 4: 次のようなことが'考えられますので、確認してください。 

① 本製品と無線ルータや無線 AP の距離を近づけて使用してみてください。近づけると安定する場 
合は、距離が遠すぎたり、あいだに電波をさえぎる物があると考えられますので確認してください。 

② 近くに電子レンジや]-ドレス電話、または Bluetooth など、 「2.4 GHz 」 帯の電波を使用する 
機器があると、電波干渉が発生し、正常に接続できない場合があります。周囲にそのような機 
器があれば、使用を一時中止したり、電源を切ってください。 

③ Windows Vista では、サービスバック ( SP ) のバージョンが 「 SP 1」 以降である必要がありま 
す 。 Windows XP では、 「 SP 3」 以降である必要があります。ご使用の Windows のサービス 
バックのパージョンを確認し、該当以前のサービスバックの Windows をご使用の場合は、アッ 
プデートを実行してください。 

④ 無線 LAN のチャンネルを変更してみてください。変更方法は、 PDF 版ユーザーズマニュアル 
をお読みください。 

⑤ 本製品のドライバをアンインストールし、もう一度インストールしてください。アンインストー 
ルの方法は PDF 版ユーザーズマニュアルをお読みください。 

⑥ Windows のファイアウォール関係の設定で、ワイヤレスネットワーク(本製品: LAN - W 300 N / U 2) 
に関するファイアウォール機能を解除してみてください。 

ご参考：ファイアウォール設定画面の表示手順 

※コント□ールパネルがクラシック表示の場合は、表示が多少異なります。 

•Windows Vista の場合 

[スタート]—[コント□—ルパネル]— [ iz キュリテイ]で [ Windows ファイアウォールの無効 

化]を選択します。「無効(推奨されません)」を選択し、 [ OK ] をクリックします。 


•Windows XP SP 3 以降の場合 

[スタート]—[設定]—[コント□-ルパネル]— [ iz キユリテイ iz ンター]で [ Windows フアイ 
アウオール]を選択します。「無効(推奨されません)」を選択し、 [ OK ] をクリックします。 


⑦セキュリティソフトをご使用の場合は、ご使用のセキュリティソフトの説明書をお読みになり、 
ファイアウォール機能をいったん停止してください。 
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Windows 編 場合 


手動で無線 LAN に接続する場合 


WPS 機能に対応していない無線ルータまたは無線 AP (以降、無線親機と呼びます)と接続する場合は、手動で無線 LAN 設定をする必要があります。以下の手順で設定してください。 


〇接続先の無線親機の設定値を調べておきます。 


三; 1 中や 

5 又疋石 

項目名 

無線親機の設定値 

設定値 A 

SSID 


設定値 B 

認証方式 

□Open DShared DWPA nWPA-PSK 
□ WPA 2 □ WPA 2 -PSK 

設定値 C 

暗号化 

□ Non (データを暗号化しない ） DWEP DTKIP 
□AES 

設定値 D 

暗号キー名 

( WEP の場合はキー No . = ) 


※ここにメモ書きした場合は、この説明書を他人に見られないように保管してください。 


Q 3ページの STEP 3 手順〇 • 0を読んでクライアント]-テイリ 
テイを起動します。 


0接続したい無線親機の 「 SSIDJ を選択し、「プ□ファイルを追加 J を 
クリックします。 


Q 暗号キーを入力します。 I ■認証方式」の選択内容によって暗号キー 
の設定項目が'異なります。 

• WPA タイプを選択した場合 

「 WPA プレシエアードキー」に、あらかじめメモした「設定値 D 」 の暗号キーを 


入力します。 



入力する 


ここをチェックすると 
暗号キーの内容を 
表示できます。 


• WEP タイプを選択した場合 

•「 WEP キー」に、あらかじめメモした「設定値 D 」 の暗号キーを入力します。 

•暗号キーを入力するときは、右側の▼をクリックし、暗号キーの半角英数字 (ASCII 
文字)もしくは16進数 ( Hexadecimal ) を選択してから入力してください。 
•暗号キーを入力する Key 番号 ( Key #1 〜 #4) は、無線親機と同じにする必要が 
あります。 



❶クリック 


❷クリック 


※リストに表示されている情報は例です。実際にご使用の環境で表示される内容とは異なります。 


認II方式 >> 〇1 
WPA ブレシ エア ドキー » 


| Key#3 
I Key#4 




▼ r 


入力する 


ここをチェックすると 
暗号 キーの 内容を 
表示できます。 


Hexadecimal (1 6進数)から ASCII に 
変更する場合は▼をクリックします。 


Hexadecimal 

• Hexadecimal 

• ASCII 


f1SSID の秘匿機能をご使用の場合 

V 「ブロードキャスト SSID 」 「ステルス SSID 」 など、 SSID 名を設定ツールのリストに 
:表示させない機能を使用している場合は、リストに SSID 名が表示されません。こ 
:の場合は以下の手順で接続する無線 LAN の SSID などを手動で入力してください。 

： ①ツール バーの [ブ□ファイル]をクリックします。 

:©[追加]ボタンをクリックします。 

③「ブ□ファイル名(例 : My Home ) 」 「 SSID (あらかじめメモした設定値 A の内容)」 
などを入力します。 

X SSI D は大文字と/」\文字が区別されます。 

:④手順〇へ進みます。 


0無線親機の設定に応じて暗号化設定をします。セキュリティ機能を 
設定していない場合は、手順0へ進みます。 

〇【認証方式/暗号化】タブをクリックします。 

「認証方式 j の [▼] をクリックして、認証方式を選択します。 



Q r 暗号化 j の [▼] をクリックして、暗号化方法を選択します。 


設定 認証方式 /B 音号化 


認証方式>> WPA-PSK ▼ 暗号化《 

TKIP 1 




ノノンノ 

WAC? レシIアドキ〜> 

WEP キー 

• None 

• WEP 

• TKIP 

• AES 




• Key#1 Hexadecimal ▼ | 

□パスりードの表示 


9 Key#2 
Q Key#3 
0 Key#4 



• あらかじめメモした「設定値 C 」 を參考にして選択します。 


Q 暗号化の設定が'終われば [ OK ] をクリックします。 



0プ□ファイル画面が'表示されますので、接続先の SSID を選択し、 
[接続]をクリックします。 



❶クリック 


❷クリック 


( D 正しく接続できると、ステータスのインジケータに「接続状態>> 

100%」と表示されます。これで無線親機との接続作業は完了です。 


暗号化》 

802.1X » 

送信出力>> 
チヤンネル>> 
省電カモード》 
RT5 しきい値>> 
Fragment しきい値>> 


ステ ー5ス >> logitecuser <••> 00-11 -22-33-44-55 
情報>> リンり接続 [TxPowen10(«] 

チ Vンネル>> 1 <->2412 MHz; central channel :1 
認証方式>> WPA-PSK 
暗号化>> TKIP 

ネットワ“り5イブ》インフラストラりチャ- 
IP アドレス》192.168 .2.15 
サブネツトマスり>> 255.255 .255.1 
デフオルトゲートウ1ィ>> 192.168 .2.1 






送信—— 

リンク速度>> 65.0 Mbps 
スルー ブット>> 2.832 Kbps 
受信—— 

リンり速度 >> 1.0 Mbps 
スルー ブット >> 40.408 Kbps 



をクリックしてクライアントユーテイリテイを閉じます。 


r インターネットに接続できる環境でご使用の場合 

^インターネットに接続できる環境の場合、 Web ブラウザからインターネットに接 
続することで、正しく設定できているかを確認することができます。 
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